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＜病棟連絡事項＞
・Ｒ２年秋春健康診断結果の配布について【日時】
　12/9（水）　　9:00～9:15　16:00～16:15
　12/10（木） 　9:00～9:15　16:00～16:15

【場所】
　青南病院、青南病院通所、病院事務職員　　→　病院２階事務室

※要精査の方は個別指導で使用するので指導当日は持参してください。
上記期間での受け取りがない職員は後日配付します。
＜患者様連絡事項＞
・河津　繁吉様～田名部Drより、血糖測定本日より3日間指示あり。
・小泉　安隆様～田名部Drより、血糖測定明日1日分指示あり。
・藪　真弓様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・平栗　城志様～夜間独語や放歌あること報告し、本日よりリスペリドン内用液(1)2P 2×朝夕で処方となる。また、経管栄養本日よりCZ-Hi(1-2-1)へ増量となる。今後徐々に増量予定。
＜入院・入室状況＞
・中川　洋子様～東A9号室→東A16号室
・安達　貴浩様～東A13号室→東A15号室

・高山　勘吉様～東C4号室→東A13号室
・工藤　六男様～東A15号室→東C4号室
・宮本　啓司様～東A10号室→東C5号室
・畑中　トモ様～東C6号室→東C5号室
・丹内　栄子様～東A16号室→東C6号室
・市澤　ミツヱ様～東C6号室→東C5号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～身体拘束中。表情の硬さや過度な飲水要求はなし。拘束部位の循環障害もなし。食事の際はスタッフ見守りの下、一時的に上肢の拘束を外し摂取してもらっている。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他者への迷惑行為があり、30分程度で開放観察終了している。不潔行為や奇異的な行動はなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。衝動行為はなく対面時も落ち着いた口調。生理痛を訴え、疼痛時の頓服薬を服用している。余暇時間はDVDを観て過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・坂本　福子様～昨日準夜帯にて同室者への不満訴えあるが、部屋調整後は訴え無く経過。日中は妄想発言や不満の訴え無く、スタッフ対応穏やか。
・長瀬　伸也様～声高に自身の要求を訴えたり、弁護士からの電話に関する事を次々と話す。弁護士の話となると口調を強める事あり。弁護士への家電要求あり対応している。終始ユニット内徘徊しながら独語している。












・小泉　安隆様～ホールにてテレビを観て過ごしている。低血糖症状なく、疎通も良好。
＜深澤Dr診察情報＞
・澤口　利香様～衝動性軽減してきた事から明日より午後1時間(15:00～16:00)開放観察開始となる。臨時薬12/5よりコンサータ増量、他同内容で処方となる。
・栗澤　みつ子様～尿色紫色で悪臭強さあり。本日夕よりレボフロキサシン(500)1T 1×夕で5日分処方となる。
・佐藤　ミツ子様～臨時薬、点滴同内容にて処方となる。

・沼畑　勲様～日中は離床させていくよう指示あり。長女様が面談希望されていることを情報提供している。12/17 15:30～面談予定日として長女様との日程調整進めていく。臨時薬、エンシュア同内容にて処方となる。
・畑中　トモ様～インフルエンザ予防接種許可あり、予防接種実施している。臨時薬同内容にて処方となる。
＜新入院患者様情報＞
氏名：工藤　六男様（くどう　むつお）様

　生年月日：昭和15年11月22日（80歳）

　病名：老人性認知症

　合併症：高血圧

　性別：男性

　主治医：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　現在、独居生活。子はなし。生保。三戸中央病院メンタルヘルス科受診している。

前回受診は、R2年9月で、次回R2.12.24だが、下記経過より12月10日へ変更している。R2.10.30夜、南部町内の道路を歩いている所を知人が発見し、自宅まで送り届けてくれており、警察へ通報をしていただいていたとのこと。また、最近では、30年程前に亡くなっている妻様を探しに行くことがでてきている。妻の出身の八戸市是川までバスで行かれ、甥が自宅まで送り届けてくれていた。R2.11.20バス停にいる本人様を社協職員が発見し、声をかけたところ、「是川に行く」と話された為、事前に甥に連絡をしていたが、妻の実家には姿を見せず、市内を探したが見つけることが出来ず、捜索願を出していた。翌日21日夕方に八戸市大久保で発見。以後ケアマネが毎日本人様の様子を見に訪問している。施設入所も検討し、探しているがなかなか見つからない状態。妻様を探しに出歩いていることは、本人様は覚えていないようだったとのこと。上記経過より、自宅でお一人での生活は困難となってきており、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
※業洗、オムツは家族持参。
※インフルエンザ接種未。

※要介護1。区分変更予定。

＜新入院患者様情報2＞
日　　　時：12月2日　9:54

　病棟病室　：東病棟合併症室

　氏　　　名：大脇　ユミ(おおわき　ゆみ)様

　生年月日　：S8.12.1　87歳

　性　　　別：女性

　病　　　名：アルツハイマー型認知症

　入院形態　：任意入院

　主治医　　：田名部Dr

【入院に至った経緯】

　当院1回の入院治療歴あり(最終:H31.3.15～H31.4.7)

当院退院後はサービス付き高齢者向け住宅「しもなが」へ入所、当院への定期的な外来通院を継続していた。R2.11.27より食事拒否あり、同日19:20に食物残渣少量

の嘔吐、夜間には発汗や震え等低血糖症状ありブドウ糖10g服用していた。翌11/28意識レベルクリアだが、血圧高値あり。同日当院臨時受診し、点滴施行、薬剤調整行い帰宅となっている。本日定期外来受診。前回受診後も食事摂取出来ていない為、身体管理目的にてR2.12.2東合併症室へ入院となる。

※CSセット：Bプラン、オムツ①
※インフルエンザは入院前に接種済み。
